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問 1 Erdös-Rényiランダムグラフを考える。頂点数N に対して弧の数を L = pN(N−
1)/2とする。つまり、各頂点の組に弧がある確率は pである。従って、ある頂点の次数
が k である確率 p(k)は

p(k) =

(
N − 1

k

)
pk (1− p)

N−k
(1)

である。これに対応する確率母関数は

G(z) =
N−1∑
k=0

p(k)zk = (pz + 1− p)
N−1

(2)

である。このとき、次数の平均 ⟨k⟩を確率母関数を用いて求めよ。
解答例 始めに、母関数と平均の関係を確認する。

G′(z) =

N−1∑
k=1

kp(k)zk−1 =

N−1∑
k=0

kp(k)zk−1

G′(1) =
N−1∑
k=1

kp(k)

より、⟨k⟩ = G′(1)である。一方、式 (2)より、

G′(z) = p (N − 1) (pz + 1− p)
N−2

G′(1) = p (N − 1)

以上から、次数の平均を得る。
⟨k⟩ = p (N − 1)
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